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特
別
寄
稿
学
校
環
境
教
育
革
新
の
た
め
の
韓
国
の
実
験
一
五
年
の
経
験
に
対
す
る
評
価
と
提
言
李
在
　
永
解
　
説
　
本
稿
は
、
二
〇
〇
九
年
一
〇
月
二
三
日
に
韓
国
・
公
州
大
学
校
で
開
催
さ
れ
た
「
学
校
環
境
教
育
活
性
化
の
た
め
の
韓
日
共
同
研
究
セ
ミ
ナ
ー
」
（
公
州
大
学
校
と
学
習
院
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
の
共
同
主
催
）
に
お
い
て
李
在
永
教
授
が
提
示
し
た
草
稿
か
ら
、
日
本
の
環
境
教
育
に
つ
い
て
の
調
査
・
分
析
に
関
す
る
部
分
を
削
除
し
て
翻
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
学
習
院
大
学
新
規
重
点
施
策
・
「
東
ア
ジ
ア
《
未
来
知
》
共
創
教
育
研
究
拠
点
の
形
成
」
の
一
環
を
な
す
「
東
ア
ジ
ア
環
境
教
育
共
同
研
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
研
究
成
果
の
中
間
発
表
会
と
い
う
性
格
を
も
っ
て
い
る
。
　
本
来
な
ら
ば
、
セ
ミ
ナ
ー
に
お
け
る
日
韓
双
方
か
ら
の
報
告
に
対
す
る
議
論
が
煮
詰
ま
っ
た
段
階
で
寄
稿
・
発
表
す
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
二
〇
〇
九
年
に
な
っ
て
韓
国
の
教
育
科
学
技
術
部
の
諮
問
委
員
会
が
「
未
来
教
育
課
程
」
と
称
さ
れ
る
新
し
い
教
育
課
程
（
日
本
の
学
習
指
導
要
領
に
相
当
）
を
発
表
し
、
そ
れ
と
併
行
し
て
「
緑
色
成
長
教
育
」
と
い
う
新
し
い
環
境
教
育
の
枠
組
み
と
そ
の
教
授
要
目
（
案
）
を
示
し
、
二
〇
〇
九
年
末
ま
で
に
そ
れ
ら
の
最
終
案
を
確
定
す
る
と
い
う
流
動
的
な
中
で
、
韓
国
環
境
教
育
学
会
の
学
術
理
事
で
あ
る
李
在
永
教
授
が
こ
れ
ら
の
動
き
を
ど
の
よ
う
に
評
価
し
、
ど
の
よ
う
に
修
正
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
か
が
示
さ
れ
た
本
稿
は
、
可
能
な
限
り
早
い
時
期
に
公
表
し
た
方
が
よ
い
と
と
い
う
判
断
か
ら
、
特
別
寄
稿
と
い
う
形
で
本
号
に
掲
載
し
て
も
ら
っ
た
次
第
で
あ
る
。
　
特
に
、
付
録
一
の
「
緑
色
成
長
教
育
」
の
教
授
要
目
（
案
）
に
対
す
る
李
在
永
教
授
の
修
正
案
で
あ
る
付
録
二
の
「
環
境
と
緑
色
成
長
」
教
授
要
目
に
は
、
李
在
永
教
授
が
構
想
す
る
将
来
の
環
境
教
育
の
あ
る
べ
き
姿
が
鮮
明
に
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
の
で
興
味
深
い
。
　
（
本
稿
の
校
正
段
階
で
、
十
二
月
四
日
に
教
育
科
学
技
術
部
か
ら
李学校環境教育革新のための韓国の実験129
発
表
さ
れ
た
「
環
境
と
緑
色
成
長
」
教
育
課
程
改
訂
（
案
）
が
李
在
永
教
授
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
。
そ
こ
に
は
勾
ヨ
算
。
一
く
①
話
δ
昌
と
記
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
教
育
課
程
改
訂
（
案
）
は
、
1
。
性
格
、
2
目
標
、
3
。
内
容
、
4
。
教
授
・
学
習
方
法
、
5
評
価
の
五
章
か
ら
な
っ
て
お
り
、
1
。
の
「
性
格
」
に
は
「
こ
の
科
目
は
高
等
学
校
生
活
教
養
科
領
域
の
一
科
目
で
、
幼
稚
園
と
小
学
校
の
環
境
教
育
、
中
学
校
の
「
環
境
」
科
目
と
連
携
し
て
い
る
。
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
「
環
境
と
緑
色
成
長
」
教
育
課
程
改
訂
（
案
）
全
体
を
そ
の
ま
ま
紹
介
し
た
い
が
、
紙
数
の
制
約
が
あ
る
の
で
、
そ
の
内
容
体
系
の
み
を
付
録
3
と
し
て
紹
介
す
る
。
）
　
韓
国
で
は
、
一
九
九
二
年
の
第
六
次
教
育
課
程
か
ら
中
学
で
「
環
境
」
、
高
校
で
「
環
境
科
学
」
と
い
う
選
択
科
目
を
開
設
し
て
指
導
し
て
き
た
。
（
高
校
の
環
境
科
目
の
名
称
は
、
第
七
次
教
育
課
程
で
は
「
生
態
と
環
境
」
、
二
〇
〇
七
年
の
改
訂
で
は
「
環
境
」
に
、
そ
し
て
今
回
、
「
環
境
と
緑
色
成
長
」
に
変
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
）
す
べ
て
の
教
科
で
環
境
に
関
わ
る
内
容
を
扱
う
と
い
う
方
法
で
環
境
教
育
を
推
進
し
よ
う
と
し
て
き
た
日
本
と
は
ま
っ
た
く
違
っ
た
道
筋
を
歩
ん
で
い
る
。
し
か
し
、
環
境
科
目
の
選
択
率
は
低
迷
し
て
お
り
、
環
境
教
育
科
の
卒
業
生
が
教
員
に
採
用
さ
れ
に
く
い
と
い
う
問
題
も
生
じ
て
い
る
。
日
本
の
場
合
も
、
環
境
教
育
に
熱
心
な
一
部
の
教
員
に
依
存
す
る
傾
向
が
明
ら
か
に
な
っ
て
お
り
、
結
果
的
に
環
境
に
対
す
る
知
識
や
自
然
体
験
の
ば
ら
つ
き
は
著
し
く
、
学
校
教
育
に
お
け
る
環
境
教
育
の
普
及
を
図
る
た
め
の
新
た
な
方
策
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
「
東
ア
ジ
ア
環
境
教
育
共
同
研
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
は
、
ま
さ
に
日
韓
両
国
が
進
め
て
き
た
環
境
教
育
の
失
敗
の
経
験
を
率
直
に
述
べ
合
い
、
よ
り
よ
い
道
筋
を
探
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
研
究
を
進
め
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
研
究
が
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
環
境
教
育
の
活
性
化
に
資
す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。
　
な
お
、
翻
訳
に
あ
た
っ
て
、
「
初
等
学
校
」
は
日
本
に
あ
わ
せ
て
「
小
学
校
」
と
訳
し
た
が
、
「
学
生
」
に
つ
い
て
は
、
小
中
高
生
も
一
律
に
「
学
生
」
と
い
う
韓
国
の
習
慣
に
従
っ
て
「
学
生
」
の
用
語
を
用
い
た
。
ま
た
、
、
、
ω
信
曾
巴
口
p
巨
Φ
山
Φ
〈
9
0
唱
日
①
昌
け
．
、
に
対
す
る
訳
語
と
し
て
、
日
本
で
は
「
持
続
可
能
な
開
発
」
が
定
着
し
て
い
る
が
、
韓
国
で
は
「
持
続
可
能
な
発
展
」
が
定
着
し
て
い
る
の
で
、
「
持
続
可
能
な
発
展
」
を
そ
の
ま
ま
用
い
た
。
（
プ
ロ
グ
ラ
ム
主
担
当
・
諏
訪
哲
郎
）一、
ﾘ
国
の
学
校
環
境
教
育
現
況
　
小
学
校
の
裁
量
活
動
の
時
間
に
ど
の
く
ら
い
環
境
に
関
す
る
内
容
を
教
え
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
信
頼
す
る
に
値
す
る
国
家
水
準
の
統
計
資
料
は
な
い
が
、
ソ
ウ
ル
市
の
場
合
、
裁
量
活
動
の
時
間
に
環
境
を
選
択
し
て
教
え
る
学
校
の
割
合
は
二
〇
・
五
％
で
、
学
生
数
で
計
算
す
る
と
一
二
・
五
％
に
過
ぎ
な
い
。
　
環
境
部
（
二
〇
〇
八
）
に
よ
る
と
、
二
〇
〇
七
年
に
全
国
で
環
境
科
目
を
選
択
し
た
中
学
と
高
校
の
数
は
九
八
二
校
で
、
全
体
の
一
九
．
五
％
に
あ
た
る
。
　
韓
国
に
は
師
範
大
学
で
「
環
境
科
」
教
師
を
養
成
す
る
と
こ
ろ
が
130東洋文化研究12号
五
大
学
あ
る
。
二
〇
〇
〇
年
に
初
め
て
卒
業
生
を
排
出
し
て
お
り
、
毎
年
一
〇
〇
人
ほ
ど
が
卒
業
す
る
の
で
、
累
積
卒
業
生
は
一
、
○
○
○
名
に
の
ぼ
る
。
　
二
〇
〇
八
年
末
時
点
で
、
「
環
境
」
科
目
の
授
業
を
担
当
し
て
い
る
教
員
二
、
八
八
三
人
の
う
ち
、
環
境
の
正
規
の
資
格
を
持
っ
た
教
員
は
五
．
四
％
に
過
ぎ
ず
、
約
二
五
％
は
副
専
攻
で
環
境
の
指
導
資
格
を
取
得
し
た
教
員
、
残
り
の
六
九
％
（
一
、
九
八
四
人
）
が
無
資
格
常
置
教
員
で
あ
る
。
　
小
学
校
は
教
師
個
人
に
よ
っ
て
教
育
課
程
を
再
組
織
で
き
る
の
で
、
よ
り
柔
軟
で
統
合
的
に
環
境
教
育
を
実
施
で
き
る
。
し
か
し
、
そ
の
た
め
に
は
多
く
の
関
心
と
努
力
が
必
要
で
、
実
際
に
そ
の
よ
う
な
統
合
的
な
環
境
教
育
を
小
学
校
で
実
施
し
て
い
る
教
師
は
非
常
に
少
な
い
と
推
定
さ
れ
る
。
小
学
校
で
教
師
が
全
体
の
授
業
を
掌
握
し
な
が
ら
、
す
べ
て
の
教
科
で
環
境
に
つ
い
て
の
授
業
を
連
結
さ
せ
て
い
る
割
合
は
ど
の
位
で
あ
ろ
う
か
？
　
一
％
ぐ
ら
い
で
あ
ろ
う
か
、
そ
れ
と
も
五
％
に
達
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
中
等
学
校
で
は
統
合
的
な
取
り
組
み
が
環
境
教
育
の
独
自
性
を
な
し
て
お
り
、
こ
れ
を
果
た
す
た
め
に
は
独
立
し
た
科
目
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
問
題
解
決
の
た
め
の
高
度
の
認
知
的
目
標
を
持
っ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
型
の
取
り
組
み
が
可
能
で
、
推
進
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
教
科
毎
に
専
担
教
師
が
い
る
中
等
学
校
の
場
合
、
小
学
校
で
は
あ
ま
り
要
求
さ
れ
な
い
教
師
間
の
意
志
疎
通
と
協
力
が
強
く
望
ま
れ
る
。
し
か
し
、
学
校
の
現
実
は
こ
の
よ
う
な
期
待
を
持
ち
に
く
く
し
て
い
る
。
現
状
で
は
教
師
間
の
連
携
と
協
力
に
よ
る
統
合
的
な
取
り
組
み
の
可
能
性
は
非
常
に
少
な
い
。
劇
的
な
変
化
を
通
じ
て
の
み
可
能
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
二
、
韓
国
の
学
校
環
境
教
育
の
歴
史
　
韓
国
で
は
一
九
六
七
年
に
初
め
て
官
公
庁
に
公
害
係
が
生
ま
れ
、
一
九
七
三
年
に
公
害
課
と
な
り
、
一
九
八
〇
年
に
環
境
庁
が
設
立
さ
れ
た
。
し
か
し
、
第
三
次
教
育
課
程
（
一
九
七
三
年
～
一
九
八
一
年
）
ま
で
は
環
境
に
関
す
る
言
及
は
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
ず
、
衛
生
改
善
を
強
調
し
た
セ
マ
ウ
ル
運
動
や
政
府
主
導
の
自
然
保
護
運
動
と
同
一
視
さ
れ
る
傾
向
が
強
か
っ
た
。
続
く
第
四
次
教
育
課
程
（
一
九
八
｝
年
～
一
九
八
七
年
）
で
は
、
総
論
の
運
営
指
針
で
保
健
衛
生
、
健
康
増
進
、
自
然
保
存
、
環
境
汚
染
、
人
口
問
題
に
言
及
し
た
。
　
一
九
八
七
年
に
公
示
さ
れ
た
第
五
次
教
育
課
程
（
一
九
八
七
年
～
一
九
九
二
年
）
で
は
、
教
科
横
断
的
に
扱
う
統
一
安
保
教
育
、
進
路
教
育
な
ど
と
と
も
に
八
大
重
点
課
題
の
「
つ
と
し
て
環
境
教
育
を
明
示
し
た
が
、
相
変
ら
ず
総
論
で
の
記
述
に
と
ど
ま
っ
た
。
学
校
環
境
教
育
の
活
性
化
の
た
め
の
韓
国
教
育
開
発
院
研
究
報
告
書
（
シ
ン
・
セ
ホ
他
、
一
九
八
七
）
の
指
摘
に
よ
れ
ば
、
次
の
よ
う
な
部
分
の
改
善
が
必
要
と
提
示
さ
れ
た
。
　
　
①
教
育
内
容
の
体
系
化
と
領
域
間
の
均
衡
化
、
②
全
教
科
で
の
　
　
環
境
指
導
、
③
独
立
教
科
目
と
し
て
の
設
置
運
営
考
慮
、
④
体
　
　
験
環
境
教
育
の
強
化
、
⑤
優
秀
な
環
境
教
師
の
養
成
、
⑥
専
門
　
　
研
究
機
関
の
設
置
　
韓
国
環
境
教
育
学
会
の
創
立
（
一
九
八
九
年
）
に
引
き
続
き
、
一
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九
九
一
年
に
は
韓
国
教
育
開
発
院
に
環
境
教
育
研
究
部
が
設
置
さ
れ
た
。
そ
の
年
に
は
に
チ
ェ
・
ド
ン
ヒ
ョ
ン
他
（
一
九
九
一
）
は
学
校
環
境
教
育
強
化
方
案
と
し
て
、
次
の
八
つ
の
事
項
を
提
示
し
た
。
　
　
①
環
境
教
育
法
の
制
定
考
慮
、
②
学
校
環
境
教
育
奨
学
編
纂
体
　
　
系
の
樹
立
、
③
学
校
環
境
教
育
総
合
計
画
の
樹
立
、
④
教
育
省
　
　
の
積
極
的
支
援
、
⑤
小
学
校
－
分
散
型
、
中
等
学
校
－
折
衷
型
　
　
（
訳
注
一
「
分
散
型
」
は
環
境
に
関
わ
る
内
容
を
多
く
の
教
科
に
　
　
分
散
さ
せ
て
指
導
す
る
方
法
、
「
折
衷
型
」
は
環
境
に
関
わ
る
　
　
内
容
を
多
く
の
教
科
に
分
散
さ
せ
る
と
と
も
に
、
「
環
境
」
科
　
　
目
を
独
立
し
た
教
科
目
と
し
て
指
導
す
る
方
法
）
⑥
教
授
ー
学
　
　
習
資
料
の
開
発
普
及
と
教
師
研
修
体
系
の
確
立
、
⑦
師
範
大
学
　
　
に
環
境
教
育
科
を
設
置
し
、
す
べ
て
の
大
学
で
環
境
関
連
を
必
　
　
須
教
養
に
、
⑧
体
験
環
境
教
育
の
場
の
設
置
　
一
九
九
二
年
に
公
示
さ
れ
た
第
六
次
教
育
課
程
（
一
九
九
二
年
～
一
九
九
七
年
）
は
、
学
校
環
境
教
育
の
制
度
化
と
い
う
点
で
重
要
な
意
味
を
持
つ
。
こ
の
時
か
ら
小
学
校
で
は
三
年
生
か
ら
六
年
生
の
学
校
裁
量
の
時
間
に
環
境
教
育
を
実
施
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
し
、
中
学
校
で
は
「
環
境
」
を
選
択
科
目
と
し
て
、
高
等
学
校
で
は
「
環
境
科
学
」
を
選
択
科
目
と
し
て
教
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
　
チ
ェ
・
ソ
ク
ジ
ン
他
（
一
九
九
七
）
は
、
第
六
次
教
育
課
程
を
分
析
し
、
韓
国
の
特
性
に
相
応
し
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
が
不
十
分
で
専
門
性
の
あ
る
教
師
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
、
教
育
目
標
が
態
度
、
認
識
、
知
識
に
集
中
し
て
い
て
参
加
不
足
、
技
能
不
足
、
現
場
学
習
不
足
で
あ
る
と
指
摘
し
た
。
ま
た
学
校
種
間
の
連
繋
性
と
体
系
性
が
不
足
し
て
い
る
点
も
指
摘
さ
れ
た
。
　
一
九
九
七
年
に
公
示
さ
れ
た
第
七
次
教
育
課
程
は
、
環
境
教
育
の
面
で
は
第
六
次
教
育
課
程
に
似
て
い
た
。
中
学
校
で
は
教
科
裁
量
活
動
の
選
択
科
目
の
一
つ
と
し
て
「
環
境
」
を
、
高
等
学
校
で
は
そ
れ
ま
で
の
「
環
境
科
学
」
が
一
般
選
択
科
目
「
生
態
と
環
境
」
に
変
わ
っ
た
。
　
チ
ェ
・
ソ
ク
ジ
ン
他
（
一
九
九
九
）
は
、
学
校
環
境
教
育
の
内
容
体
系
樹
立
の
た
め
の
研
究
を
通
じ
て
、
第
七
次
教
育
課
程
の
特
徴
を
次
の
よ
う
に
四
つ
に
区
分
し
て
整
理
し
た
。
　
一
、
教
育
内
容
面
で
は
、
　
一
九
九
二
年
の
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
会
　
　
議
（
地
球
サ
ミ
ッ
ト
一
環
境
と
開
発
に
関
す
る
国
連
会
議
）
以
　
　
後
に
強
調
さ
れ
始
め
た
国
ω
ω
U
（
国
ロ
三
胃
o
ロ
ヨ
窪
鼠
ξ
ω
o
琶
畠
　
　
磐
α
ω
ロ
。
Q
け
巴
昌
㊤
巨
①
∪
Φ
〈
9
0
b
8
の
曇
）
を
含
ん
で
お
り
、
環
境
　
　
倫
理
、
消
費
生
活
、
食
生
活
な
ど
が
追
加
さ
れ
た
。
　
二
、
取
り
組
み
方
法
の
面
で
は
、
過
去
よ
り
多
学
問
的
、
学
際
的
　
　
で
統
合
的
な
取
り
組
み
を
追
求
す
る
傾
向
が
強
化
さ
れ
た
。
　
三
、
教
育
内
容
体
系
で
は
、
重
複
部
分
を
最
小
化
し
た
。
　
四
、
国
民
共
通
基
本
教
育
課
程
の
一
〇
教
科
と
の
連
繋
性
を
反
映
　
　
し
て
、
各
教
科
で
環
境
教
育
を
活
性
化
す
る
た
め
の
方
案
を
一
　
　
緒
に
提
示
し
た
。
三
、
独
立
教
科
「
環
境
科
」
の
設
置
を
め
ぐ
っ
て
第
六
次
教
育
課
程
の
開
発
作
業
の
初
期
の
段
階
で
は
、
環
境
に
関
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す
る
学
習
内
容
に
つ
い
て
は
、
中
学
校
、
高
等
学
校
と
も
社
会
科
や
科
学
科
で
主
に
引
き
受
け
て
教
え
た
方
が
良
い
と
い
う
の
が
衆
論
だ
っ
た
し
、
結
局
、
難
し
く
な
り
す
ぎ
な
い
よ
う
に
教
養
水
準
で
扱
う
し
か
な
い
と
い
う
評
価
が
下
さ
れ
た
。
学
際
的
な
取
り
組
み
を
通
じ
て
よ
り
新
し
い
水
準
の
洞
察
力
を
ど
の
よ
う
に
学
生
に
持
た
せ
る
の
か
と
い
う
問
題
は
、
あ
ま
り
真
剣
に
論
議
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
　
独
立
教
科
と
し
て
分
離
す
る
場
合
、
担
当
す
る
教
師
が
い
な
い
と
い
う
点
と
、
硬
い
雰
囲
気
の
施
策
教
育
の
性
格
を
帯
び
る
こ
と
に
な
り
、
効
果
的
な
環
境
教
育
が
難
し
い
と
い
う
点
が
指
摘
さ
れ
た
。
ま
た
科
目
数
を
減
ら
し
て
学
生
の
学
習
負
担
を
減
ら
す
と
い
う
第
六
次
教
育
課
程
の
基
本
趣
旨
に
も
合
わ
な
い
こ
と
が
問
題
点
で
あ
っ
た
。
一
方
、
関
連
教
科
に
分
散
し
て
指
導
す
る
方
式
は
、
集
中
的
で
体
系
的
な
環
境
教
育
と
は
な
り
に
く
い
こ
と
が
問
題
点
と
し
て
指
摘
さ
れ
た
。　
さ
ら
に
「
受
験
の
た
め
の
暗
記
式
、
詰
め
こ
み
主
義
教
育
に
ど
っ
ぷ
り
浸
か
っ
て
い
る
私
た
ち
の
授
業
風
土
で
は
教
師
に
よ
っ
て
環
境
教
育
の
内
容
が
疎
か
に
取
り
扱
わ
れ
か
ね
ず
、
学
生
の
関
心
を
引
き
に
く
い
」
（
キ
ム
・
ヨ
ン
マ
ン
、
一
九
九
一
）
と
い
う
意
見
も
あ
っ
た
。　
教
員
養
成
に
関
し
て
開
発
チ
ー
ム
に
は
選
択
肢
が
二
種
類
あ
っ
た
。
一
つ
は
「
ど
の
教
師
に
も
で
き
る
こ
と
で
は
な
い
か
ら
」
学
際
的
な
取
り
組
み
を
通
じ
て
環
境
教
育
の
指
導
が
で
き
る
専
攻
教
師
を
育
て
て
専
担
す
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
は
「
環
境
科
」
教
員
養
成
課
程
に
つ
い
て
体
系
的
な
研
究
と
モ
デ
ル
適
用
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
不
幸
な
こ
と
に
中
、
高
等
学
校
の
環
境
科
目
の
教
育
課
程
は
こ
の
よ
う
な
脈
絡
で
は
開
発
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
　
二
番
目
の
選
択
肢
は
実
際
に
採
択
さ
れ
た
よ
う
に
、
環
境
教
育
を
「
環
境
科
学
」
に
限
定
し
て
教
員
を
養
成
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
は
、
「
総
合
科
学
的
性
格
を
帯
び
た
教
科
と
し
て
、
環
境
問
題
を
自
然
科
学
的
側
面
か
ら
取
り
扱
い
、
自
然
と
人
間
の
相
互
関
連
性
を
理
解
し
て
、
環
境
汚
染
の
原
因
と
解
決
方
案
を
体
得
し
、
よ
り
積
極
的
で
能
動
的
に
環
境
を
保
護
し
て
改
善
で
き
る
機
会
を
持
た
ね
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
環
境
科
学
は
高
等
学
校
水
準
の
学
生
の
教
養
に
な
る
内
容
で
構
成
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
普
通
教
育
の
水
準
で
環
境
教
育
を
仕
上
げ
る
教
科
と
し
て
の
責
務
を
担
う
べ
き
で
あ
る
」
（
キ
ム
・
ヨ
ン
マ
ン
、
一
九
九
一
）
と
さ
れ
た
。
　
“
学
校
環
境
教
育
の
体
系
的
接
近
方
案
”
で
チ
ェ
・
ソ
ク
ジ
ン
他
（一
繼
繼
縺
j
は
、
「
学
校
環
境
教
育
に
つ
い
て
十
分
な
研
究
が
で
き
な
い
う
ち
に
、
第
六
次
教
育
課
程
に
基
づ
い
て
短
期
間
に
開
発
さ
れ
た
各
種
学
校
の
教
育
課
程
及
び
教
科
書
の
環
境
教
育
に
は
相
当
問
題
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
多
く
の
環
境
汚
染
問
題
と
外
国
の
事
例
を
中
心
に
内
容
を
構
成
し
て
い
る
こ
と
が
関
連
研
究
と
調
査
結
果
で
も
よ
く
現
わ
れ
て
い
る
」
と
述
べ
た
。
　
環
境
科
目
を
第
六
次
教
育
課
程
か
ら
独
立
科
目
と
し
て
設
置
で
き
た
の
は
、
韓
国
教
育
開
発
院
、
教
育
省
、
環
境
部
な
ど
多
様
な
主
体
の
協
力
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
（
シ
ン
・
セ
ホ
、
学
会
な
ど
）
が
存
在
し
た
か
ら
で
、
環
境
科
目
独
立
と
い
う
容
易
で
な
い
こ
と
が
実
現
で
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き
た
点
を
記
憶
に
留
め
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
　
し
か
し
、
非
常
に
性
急
に
作
ら
れ
た
教
育
課
程
と
教
科
書
の
問
題
は
、
｝
九
〇
〇
年
前
後
の
開
化
期
に
実
用
教
育
を
取
り
入
れ
た
際
に
、
外
国
の
関
連
教
科
書
を
分
析
し
て
た
っ
た
一
年
間
で
新
し
い
教
科
書
を
発
行
し
た
時
と
似
た
問
題
を
引
き
起
こ
し
た
。
こ
の
よ
う
な
構
造
的
な
問
題
は
時
間
が
た
っ
て
も
容
易
に
は
解
決
さ
れ
ず
、
問
題
を
拡
大
深
刻
化
さ
せ
る
き
ら
い
が
あ
る
。
　
さ
ら
に
懸
念
さ
れ
る
の
は
、
二
〇
〇
九
年
現
在
進
め
ら
れ
て
い
る
未
来
型
教
育
課
程
に
関
す
る
論
議
の
中
で
、
二
〇
年
前
に
起
っ
た
こ
と
が
そ
の
ま
ま
再
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
わ
ず
か
三
ヶ
月
と
い
う
短
期
間
の
う
ち
に
環
境
教
育
を
専
門
と
し
な
い
人
が
中
心
に
な
っ
て
学
習
内
容
を
決
め
よ
う
と
し
て
お
り
、
単
一
教
科
体
制
を
維
持
し
な
が
ら
、
統
合
的
で
学
際
的
な
取
り
組
み
を
学
校
内
で
ど
の
よ
う
に
実
現
す
る
か
に
つ
い
て
の
真
摯
な
論
議
が
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
　
こ
の
文
を
書
い
た
後
に
筆
者
は
教
育
課
程
を
開
発
す
る
チ
ー
ム
に
参
加
し
て
修
正
案
（
付
録
2
参
照
）
を
作
成
し
、
そ
の
過
程
で
次
の
よ
う
な
部
分
を
明
確
に
反
映
さ
せ
よ
う
と
し
た
。
　
　
①
緑
色
成
長
と
持
続
可
能
発
展
の
概
念
の
差
、
②
気
候
変
動
の
　
　
強
調
、
③
統
合
的
な
取
り
組
み
の
た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
導
入
　
　
と
そ
れ
を
支
援
す
る
体
系
の
設
置
、
④
学
校
－
地
域
ー
地
区
レ
　
　
ベ
ル
の
多
様
な
事
例
提
示
、
⑤
大
学
入
試
と
連
携
で
き
る
評
価
　
　
の
導
入
、
⑥
環
境
－
経
済
－
社
会
的
側
面
の
相
互
作
用
の
強
調
、
　
　
⑧
高
校
生
の
特
性
を
反
映
し
た
問
題
解
決
の
た
め
の
認
知
的
技
　
　
能
目
標
の
強
調
。
　
環
境
科
目
を
独
立
科
目
と
し
て
設
置
し
た
こ
と
は
間
違
い
だ
っ
た
の
か
？
　
今
か
ら
で
も
環
境
科
目
を
な
く
す
べ
き
な
の
か
？
そ
う
で
な
い
と
す
れ
ば
代
案
は
何
か
？
　
韓
国
は
一
九
九
二
年
に
公
示
さ
れ
た
第
六
次
教
育
課
程
で
中
等
学
校
に
「
環
境
」
（
中
学
校
）
と
「
環
境
科
学
」
（
高
等
学
校
）
を
独
立
し
た
科
目
と
し
て
設
け
、
教
育
課
程
上
に
選
択
科
目
と
し
て
配
置
し
た
。
一
九
八
〇
年
代
後
半
か
ら
始
ま
っ
た
環
境
教
育
研
究
の
短
い
伝
統
と
歴
史
で
は
、
新
し
い
科
目
を
作
る
以
前
に
進
め
る
べ
き
で
あ
っ
た
論
議
を
充
分
に
尽
く
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
結
果
中
学
校
と
高
等
学
校
の
環
境
科
目
の
教
育
課
程
は
半
年
も
満
た
な
い
短
期
間
に
開
発
さ
れ
、
「
環
境
」
と
「
環
境
科
学
」
の
教
育
課
程
は
ま
る
で
環
境
学
の
単
一
教
科
で
あ
る
か
の
よ
う
に
作
ら
れ
た
。
教
科
書
が
そ
の
よ
う
な
フ
レ
ー
ム
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
た
め
、
環
境
汚
染
を
中
心
に
す
る
主
知
主
義
科
目
の
基
本
的
な
枠
組
み
を
大
き
く
脱
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
選
択
科
目
と
し
て
の
魅
力
度
を
高
め
る
方
案
や
教
師
を
体
系
的
に
養
成
す
る
た
め
の
方
案
は
ほ
と
ん
ど
論
議
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
ま
ま
中
途
半
端
な
革
新
が
始
ま
っ
た
。
　
現
時
点
で
学
際
性
を
強
調
す
る
環
境
教
育
を
導
入
す
る
こ
と
は
、
学
校
に
ほ
と
ん
ど
教
育
改
革
に
近
い
変
化
を
求
め
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
学
校
教
育
計
画
、
教
師
の
授
業
方
式
や
学
生
と
の
関
係
、
学
校
内
外
の
関
係
な
ど
で
相
当
な
変
化
を
招
く
は
ず
で
、
教
師
は
、
概
し
て
こ
の
よ
う
な
変
化
を
不
自
由
に
思
う
か
、
あ
る
い
は
目
的
に
は
同
意
し
て
も
受
動
的
な
立
場
を
取
る
場
合
が
多
い
。
学
際
性
と
し
て
表
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現
さ
れ
る
新
し
い
取
り
組
み
が
学
校
で
実
現
さ
れ
る
た
め
に
は
教
師
の
同
意
と
参
加
が
絶
対
的
に
重
要
で
あ
る
事
実
を
考
慮
す
る
と
、
こ
の
よ
う
な
状
況
は
時
間
が
か
か
っ
て
も
必
ず
解
決
す
べ
き
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
四
、
未
来
型
教
育
課
程
と
環
境
教
育
　
韓
国
に
お
け
る
次
の
教
育
課
程
は
、
“
未
来
型
教
育
課
程
”
ま
た
は
“
二
〇
〇
九
教
育
課
程
”
と
称
さ
れ
て
い
る
。
未
来
型
教
育
課
程
は
二
〇
〇
九
年
七
月
に
イ
・
ミ
ョ
ン
バ
ク
（
李
明
博
）
大
統
領
直
属
の
国
家
教
育
科
学
技
術
諮
問
会
議
か
ら
原
案
が
発
表
さ
れ
、
九
月
に
は
暫
定
案
が
発
表
さ
れ
た
。
そ
し
て
一
二
月
に
最
終
改
正
案
が
公
示
さ
れ
、
教
育
現
場
で
は
二
〇
＝
年
か
ら
段
階
的
に
適
用
さ
れ
る
見
通
し
で
あ
る
。
　
未
来
型
教
育
課
程
の
全
般
的
な
哲
学
は
“
学
校
中
心
”
あ
る
い
は
”
学
校
自
律
型
”
教
育
課
程
で
あ
る
。
カ
ク
・
ビ
ョ
ン
ソ
ン
（
二
〇
〇
九
）
は
未
来
型
教
育
課
程
の
設
計
、
運
営
原
則
を
次
の
よ
う
に
提
示
し
て
い
る
。
⑤④③②①
共
同
体
的
意
思
決
定
の
原
則
教
育
の
過
程
で
目
的
と
手
段
を
区
分
す
る
原
則
成
就
基
準
中
心
の
学
力
管
理
原
則
学
校
自
律
の
原
則
教
育
の
過
程
に
お
け
る
主
体
間
の
同
伴
者
的
協
力
の
原
則
国
家
教
育
科
学
技
術
諮
問
会
議
傘
下
の
教
育
課
程
特
別
委
員
会
研
究
チ
ー
ム
が
作
成
し
た
”
未
来
型
教
育
課
程
要
約
”
と
い
う
文
件
に
提
示
さ
れ
て
い
る
主
な
内
容
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
1
　
主
要
な
内
容
　
・
国
民
共
通
教
育
課
程
を
九
年
に
短
縮
す
る
方
向
で
調
整
（
訳
者
　
　
注
」
現
行
は
小
一
か
ら
高
一
の
一
〇
年
間
）
　
・
国
民
土
ハ
通
教
育
課
程
の
一
〇
教
科
を
七
教
科
群
に
調
整
　
－
学
年
群
別
・
教
科
群
別
授
業
時
数
を
提
示
、
学
年
・
学
期
集
中
　
　
履
修
も
可
能
　
※
小
は
学
期
当
た
り
七
科
目
、
中
学
校
は
八
科
目
以
下
に
編
成
　
・
各
学
校
の
教
育
課
程
の
自
律
性
拡
大
　
－
教
科
群
別
に
小
・
中
で
二
〇
％
の
自
律
編
成
　
・
高
等
学
校
の
教
育
課
程
改
編
　
ー
過
度
に
細
分
化
さ
れ
た
選
択
科
目
の
統
合
　
ー
教
育
課
程
の
五
系
列
化
↓
教
育
課
程
の
特
性
化
誘
導
　
※
人
文
社
会
、
数
理
科
学
、
外
国
語
、
体
育
芸
術
、
教
養
＋
教
科
　
　
外
活
動
　
※
卒
業
履
修
単
位
を
二
〇
〇
単
位
以
下
に
下
方
調
整
（
二
〇
〇
七
　
　
年
改
訂
は
二
一
〇
単
位
）
2
　
推
進
戦
略
及
び
日
程
　
・
高
校
教
育
課
程
の
改
編
を
優
先
的
に
推
進
　
－
政
府
の
高
校
多
様
化
政
策
の
成
功
的
定
着
と
改
訂
、
七
次
高
校
　
　
選
択
科
目
教
科
書
検
定
の
公
示
時
期
（
二
〇
〇
九
年
八
月
）
を
　
　
考
慮
し
、
高
校
教
育
課
程
改
善
へ
の
着
手
が
必
要
。
↓
高
校
教
　
　
育
課
程
の
改
訂
公
示
（
二
〇
〇
九
年
下
半
期
）
↓
新
し
い
教
育
李学校環境教育革新のための韓国の実験135
　
課
程
適
用
（
二
〇
一
二
年
）
※
高
校
選
択
科
目
教
科
書
検
定
公
告
は
教
育
課
程
改
訂
公
示
以
後
　
に
延
期
・
小
・
中
学
校
は
二
〇
＝
二
年
か
ら
段
階
的
適
用
を
目
標
に
推
進
－
学
校
安
定
化
の
た
め
に
小
・
中
学
校
教
育
課
程
改
編
は
二
〇
一
　
〇
年
に
公
示
↓
二
〇
一
三
年
適
用
新
し
い
教
育
課
程
の
実
効
性
向
上
の
た
め
修
学
能
力
試
験
改
変
の
　
着
手
・
検
討
（
二
〇
一
〇
）
1
科
目
数
が
多
す
ぎ
る
な
ど
現
在
の
修
学
能
力
試
験
に
お
け
る
問
　
題
点
の
改
善
と
、
新
し
い
教
育
課
程
の
実
効
性
向
上
の
た
あ
に
　
”
修
学
能
力
試
験
改
善
論
議
”
を
引
き
続
き
推
進
す
る
。
　
こ
れ
ま
で
提
示
さ
れ
た
未
来
型
教
育
課
程
に
対
す
る
理
解
に
立
脚
し
、
未
来
型
教
育
課
程
に
お
け
る
学
校
環
境
教
育
の
在
り
方
に
つ
い
て
の
基
本
認
識
と
更
な
る
要
求
は
次
の
よ
う
に
整
理
で
き
る
（
ア
ン
・
チ
ェ
ジ
ョ
ン
、
二
〇
〇
九
）
。
1
　
基
本
認
識
　
一
、
緑
色
成
長
を
実
現
す
る
た
め
に
は
国
民
、
特
に
未
来
世
代
の
　
　
学
生
の
知
識
・
認
識
・
態
度
・
行
動
を
変
化
さ
せ
る
環
境
教
育
　
　
を
全
教
育
課
程
で
必
修
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
　
二
、
未
来
社
会
を
形
成
す
る
た
め
に
学
生
た
ち
に
教
え
る
べ
き
必
　
　
須
教
育
は
、
環
境
と
環
境
問
題
の
内
容
と
解
決
方
案
に
つ
い
て
　
　
の
教
育
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
教
育
を
学
校
現
場
で
実
現
可
能
　
　
な
教
科
は
環
境
教
科
教
育
が
最
も
相
応
し
い
。
　
三
、
“
未
来
教
育
課
程
”
で
提
示
さ
れ
て
い
る
グ
ロ
ー
バ
ル
な
創
　
　
意
人
の
備
え
る
べ
き
主
な
力
量
と
は
、
自
尊
的
自
己
の
理
解
能
　
　
力
、
意
思
疎
通
能
力
、
想
像
力
／
創
意
力
、
論
理
力
、
問
題
解
　
　
決
力
、
共
同
体
市
民
意
識
、
文
化
的
感
受
性
、
指
導
性
で
あ
る
。
　
　
こ
の
よ
う
な
能
力
は
環
境
と
環
境
問
題
に
対
し
て
学
際
的
、
統
　
　
合
的
、
総
体
的
に
取
り
組
む
環
境
教
科
教
育
を
通
じ
て
育
て
る
　
　
こ
と
が
で
き
る
。
　
四
、
環
境
教
育
振
興
法
（
制
定
二
〇
〇
八
・
三
・
一
＝
法
律
第
八
　
　
九
四
九
号
）
に
よ
れ
ば
、
環
境
部
長
官
が
教
育
科
学
技
術
部
長
　
　
官
と
協
議
し
て
学
校
環
境
教
育
の
活
性
化
の
た
め
に
必
要
な
事
　
　
項
を
支
援
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
法
的
根
拠
に
照
ら
せ
ば
幼
児
　
　
教
育
法
第
二
条
に
よ
る
幼
稚
園
で
の
環
境
教
育
に
関
す
る
事
項
　
　
と
小
中
等
教
育
法
第
二
条
に
よ
る
学
校
で
の
環
境
関
連
教
科
ま
　
　
た
は
教
科
横
断
的
教
育
を
通
じ
て
環
境
教
育
活
性
化
に
関
す
る
　
　
事
項
を
支
援
で
き
る
の
で
、
ま
さ
に
今
こ
そ
好
期
で
あ
る
。
2
　
要
求
案
　
一
、
初
等
環
境
教
育
の
強
化
　
二
、
環
境
教
育
専
攻
教
師
に
よ
る
中
学
校
選
択
教
科
の
運
営
（
教
　
　
科
専
攻
教
師
に
よ
る
授
業
実
施
）
　
三
、
大
学
に
お
け
る
教
養
教
科
（
群
）
の
中
で
の
環
境
教
育
の
強
　
　
化
－
学
校
の
自
律
性
と
選
択
の
多
様
性
向
上
　
四
、
学
校
教
育
の
正
常
化
の
た
め
に
実
質
的
な
評
価
の
実
施
（
内
　
　
申
成
績
に
反
映
）
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五
、
緑
色
成
長
教
育
1
　
未
来
型
教
育
課
程
と
緑
色
成
長
教
育
　
未
来
型
教
育
課
程
と
と
も
に
新
た
な
学
校
環
境
教
育
の
体
系
案
と
し
て
登
場
し
た
の
が
緑
色
成
長
教
育
で
あ
る
。
緑
色
成
長
の
ア
イ
デ
ィ
ア
は
お
お
む
ね
持
続
可
能
発
展
論
に
根
ざ
し
て
い
る
。
そ
れ
は
気
候
温
暖
化
に
代
表
さ
れ
る
環
境
危
機
へ
の
対
応
と
、
こ
の
間
対
立
的
な
関
係
に
あ
っ
た
環
境
と
経
済
の
共
存
を
本
質
と
し
た
新
し
い
理
念
で
あ
る
と
同
時
に
、
生
存
の
準
則
で
あ
り
、
実
在
的
な
生
き
方
で
具
体
的
な
行
動
綱
領
で
あ
る
（
イ
・
グ
ン
ホ
他
、
二
〇
〇
九
）
。
　
緑
色
成
長
教
育
は
自
然
環
境
と
調
和
し
た
生
き
方
の
中
で
幸
せ
を
発
見
・
実
践
し
、
社
会
変
化
を
緑
色
成
長
の
基
準
で
判
断
で
き
る
思
考
力
を
保
有
し
、
地
域
の
環
境
問
題
の
予
防
及
び
解
決
に
積
極
的
に
・
参
加
で
き
る
健
康
な
市
民
の
養
成
を
そ
の
目
的
と
す
る
。
し
た
が
っ
て
緑
色
成
長
教
育
は
単
純
に
科
目
に
分
か
れ
た
学
問
や
個
別
教
科
単
位
に
お
け
る
変
化
を
意
味
す
る
の
で
は
な
く
、
教
育
志
向
の
変
化
と
教
育
課
程
の
次
元
に
お
け
る
根
本
的
な
変
化
を
求
め
る
も
の
で
あ
り
、
教
育
パ
ラ
ダ
イ
ム
全
般
の
再
構
成
と
変
化
を
要
請
す
る
も
の
と
把
握
で
き
る
（
イ
・
グ
ン
ホ
他
、
二
〇
〇
九
）
。
緑
色
成
長
教
育
は
少
な
く
と
も
次
の
よ
う
な
特
徴
を
満
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
。
　
一
、
緑
色
成
長
は
批
判
的
・
革
新
的
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
既
　
　
存
の
持
続
可
能
で
な
い
慣
行
に
対
す
る
批
判
的
思
考
、
現
在
の
　
　
環
境
親
和
的
で
な
い
社
会
制
度
、
文
化
、
観
念
、
生
き
方
に
対
　
　
す
る
革
新
の
意
志
こ
そ
緑
色
成
長
教
育
の
出
発
点
で
あ
る
。
　
二
、
緑
色
成
長
は
人
間
的
・
倫
理
的
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
少
　
　
な
く
と
も
緑
色
成
長
教
育
は
個
人
・
組
織
・
社
会
の
発
展
を
通
　
　
じ
て
調
和
の
と
れ
た
人
間
関
係
と
人
間
的
な
生
を
追
求
す
る
こ
　
　
と
を
そ
の
本
領
と
す
べ
き
で
あ
る
。
　
三
、
緑
色
成
長
教
育
は
特
定
分
野
に
限
定
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
　
　
生
の
全
般
に
わ
た
っ
て
均
衡
性
、
統
合
性
を
追
求
す
る
も
の
で
　
　
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
緑
色
成
長
教
育
の
争
点
は
幅
広
く
多
く
　
　
の
分
野
と
次
元
に
ま
た
が
っ
て
い
る
の
で
、
相
互
の
連
関
性
を
　
　
探
り
出
し
て
全
体
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
非
常
に
重
要
で
あ
る
。
　
　
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
別
々
の
分
野
と
部
門
を
総
合
的
に
思
　
　
考
す
る
こ
と
が
必
要
だ
。
　
四
、
緑
色
成
長
教
育
は
実
質
的
な
実
践
力
量
の
強
化
に
つ
な
が
ら
　
　
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
　
五
、
緑
色
成
長
教
育
は
特
定
対
象
を
念
頭
に
置
く
の
で
は
な
く
、
　
　
す
べ
て
の
国
民
を
対
象
に
す
る
も
の
で
、
全
国
民
の
意
識
転
換
、
　
　
実
践
力
量
強
化
を
目
ざ
す
べ
き
で
あ
る
。
2
　
気
候
温
暖
化
へ
の
対
応
と
緑
色
成
長
関
連
内
容
の
教
育
課
程
へ
　
の
反
映
方
法
　
あ
　
独
立
教
科
で
編
成
す
る
方
法
　
　
　
こ
の
方
法
は
緑
色
成
長
を
、
学
際
的
性
格
を
持
っ
た
単
一
科
　
　
目
と
し
て
編
成
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
方
法
は
独
立
し
た
教
　
　
科
と
し
て
の
地
位
を
確
保
す
る
と
い
う
面
で
、
緑
色
成
長
を
教
李学校環境教育革新のための韓国の実験137
　
育
課
程
に
反
映
す
る
最
も
強
力
な
方
式
に
な
り
う
る
。
ま
た
単
　
一
科
目
と
し
て
扱
わ
れ
る
の
で
、
教
育
課
程
自
体
が
持
つ
範
囲
　
と
系
列
の
完
結
性
を
よ
り
一
層
担
保
で
き
る
よ
う
に
な
る
（
チ
　
ェ
・
ド
ン
ヒ
ョ
ン
、
二
〇
〇
五
）
。
ま
た
、
少
数
の
教
師
の
み
　
を
対
象
に
し
て
関
連
内
容
と
技
能
及
び
授
業
方
法
に
つ
い
て
集
　
中
的
な
訓
練
が
で
き
、
そ
の
こ
と
に
よ
り
専
門
的
で
効
率
的
な
　
指
導
が
で
き
る
。
い
　
裁
量
活
動
の
教
科
横
断
的
領
域
ま
た
は
特
別
活
動
の
一
環
と
　
す
る
方
法
　
　
裁
量
活
動
は
、
単
一
教
科
で
扱
い
に
く
い
教
科
横
断
的
内
容
　
を
展
開
す
る
た
め
の
目
的
で
設
置
さ
れ
て
い
る
。
学
問
間
の
境
・
　
界
を
自
在
に
超
え
る
緑
色
成
長
関
連
の
知
識
及
び
活
動
の
特
性
　
上
、
裁
量
活
動
の
教
科
横
断
的
領
域
の
一
つ
と
し
て
緑
色
成
長
　
教
育
を
実
施
す
る
こ
と
も
適
切
な
方
法
に
な
り
う
る
。
緑
色
成
　
長
関
連
内
容
を
教
科
横
断
的
領
域
に
含
ま
せ
る
こ
と
は
、
独
立
　
教
科
を
新
設
す
る
方
法
に
比
べ
て
既
存
教
育
課
程
に
及
ぼ
す
負
　
担
を
最
小
化
で
き
る
と
い
う
長
所
を
持
つ
。
う
　
関
連
教
科
に
含
ま
せ
る
方
法
　
　
前
述
の
よ
う
に
、
緑
色
成
長
は
自
然
ロ
環
境
的
内
容
と
社
会
闘
　
経
済
的
内
容
を
あ
ま
ね
く
包
括
し
て
い
る
。
前
者
の
視
点
で
見
　
れ
ば
科
学
、
実
科
及
び
環
境
教
科
が
深
く
関
連
し
て
い
る
し
、
　
後
者
の
視
点
で
見
れ
ば
社
会
、
道
徳
な
ど
の
教
科
の
連
関
性
が
　
大
き
い
と
言
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
よ
う
に
関
連
の
程
度
　
が
大
き
い
教
科
に
緑
色
成
長
と
係
わ
る
内
容
を
取
り
入
れ
て
指
　
　
導
す
る
こ
と
も
一
つ
の
方
法
に
な
り
う
る
。
　
え
　
正
規
教
科
以
外
の
生
活
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
編
成
す
る
方
法
　
　
　
他
の
方
法
と
し
て
正
規
教
育
課
程
以
外
の
学
校
生
活
プ
ロ
グ
　
　
ラ
ム
と
し
て
編
成
す
る
方
法
も
考
慮
で
き
る
。
緑
色
成
長
教
育
　
　
は
知
識
の
習
得
の
み
を
目
標
と
す
る
も
の
で
は
な
く
、
多
様
な
　
　
実
践
の
経
験
を
持
つ
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
　
　
れ
ぞ
れ
の
学
校
の
中
で
多
様
な
生
活
実
践
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
・
　
　
実
行
す
る
こ
と
も
緑
色
成
長
教
育
の
一
つ
の
方
法
に
な
り
う
る
。
3
　
緑
色
成
長
教
育
を
教
育
課
程
に
反
映
さ
せ
る
う
え
で
の
争
点
　
第
一
、
緑
色
成
長
を
教
育
課
程
に
反
映
す
る
目
的
を
明
確
に
設
定
　
　
す
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
先
決
課
題
と
し
て
緑
色
成
長
の
意
味
を
　
　
明
瞭
に
示
し
、
実
現
可
能
な
形
態
で
規
定
す
る
こ
と
が
求
め
ら
　
　
れ
る
。
　
第
二
、
緑
色
成
長
の
意
味
を
規
定
す
る
段
階
か
ら
あ
る
一
面
に
か
　
　
た
よ
っ
た
立
場
を
取
る
よ
り
は
、
全
体
と
し
て
の
生
の
質
を
改
　
　
善
し
て
幸
福
を
追
求
す
る
た
め
に
、
必
要
な
部
分
が
漏
れ
無
く
　
　
包
摂
さ
れ
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
　
第
三
、
立
場
の
違
い
や
性
格
も
多
様
で
あ
り
、
差
異
の
幅
さ
え
相
　
　
当
大
き
く
な
る
こ
と
と
予
想
さ
れ
る
。
果
し
て
そ
う
し
た
差
異
　
　
を
ど
の
よ
う
に
調
整
し
て
乗
り
越
え
る
の
か
は
、
緑
色
成
長
関
　
　
連
内
容
を
教
育
課
程
に
反
映
さ
せ
る
に
あ
た
っ
て
、
ま
た
一
つ
　
　
別
の
重
要
な
争
点
と
な
る
。
　
第
四
、
緑
色
成
長
に
関
す
る
認
知
的
内
容
を
選
定
し
て
体
系
を
完
　
　
成
さ
せ
る
こ
と
、
ま
た
は
他
教
科
／
活
動
と
の
境
界
を
調
整
し
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て
教
育
課
程
組
織
の
整
合
性
を
追
求
す
る
こ
と
な
ど
も
重
要
で
　
あ
る
が
、
そ
れ
に
劣
ら
ず
家
庭
と
社
会
、
企
業
と
公
土
ハ
機
関
な
　
ど
と
の
共
助
を
通
じ
た
生
活
実
践
運
動
と
し
て
広
め
な
け
れ
ば
　
な
ら
な
い
。
第
五
、
緑
色
成
長
教
育
が
暮
ら
し
の
実
際
的
変
化
に
よ
っ
て
完
成
　
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
を
ど
の
よ
う
な
方
式
で
教
え
学
ぶ
　
べ
き
か
、
誰
が
教
え
る
べ
き
か
、
な
ど
に
つ
い
て
の
論
争
が
惹
　
起
さ
れ
う
る
。
　
持
続
可
能
発
展
論
が
環
境
的
、
経
済
的
、
社
会
的
持
続
可
能
性
を
と
も
に
強
調
す
る
の
は
、
こ
の
三
種
類
の
持
続
可
能
性
が
同
時
に
追
求
さ
れ
な
い
場
合
に
発
生
し
う
る
歪
み
を
警
告
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
。
例
え
ば
、
社
会
的
持
続
可
能
性
の
核
心
は
民
主
主
義
、
平
和
、
社
会
正
義
、
人
権
、
文
化
的
多
様
性
で
あ
る
。
も
し
社
会
的
持
続
可
能
性
を
排
除
し
て
環
境
と
経
済
の
み
を
考
慮
す
れ
ば
次
の
よ
う
な
問
題
が
起
こ
る
危
険
が
あ
る
。
ま
ず
意
思
決
定
過
程
で
特
定
集
団
の
利
害
が
過
度
に
反
映
さ
れ
た
計
画
が
樹
立
さ
れ
、
非
常
に
非
民
主
的
で
あ
っ
た
り
、
は
な
は
だ
し
く
は
不
法
な
や
り
方
で
推
進
さ
れ
て
、
社
会
的
弱
者
に
中
長
期
的
に
被
害
と
負
担
を
課
す
方
式
で
実
行
さ
れ
か
ね
な
い
。
こ
の
よ
う
に
し
て
推
進
さ
れ
た
環
境
－
経
済
事
業
は
、
最
善
の
場
合
で
あ
っ
て
も
社
会
的
葛
藤
を
避
け
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
　
例
を
挙
げ
て
み
る
。
四
大
河
川
開
発
は
現
政
府
の
緑
色
成
長
政
策
を
代
表
す
る
事
業
で
あ
る
。
水
質
改
善
や
水
資
源
確
保
な
ど
に
説
明
さ
れ
る
環
境
的
持
続
可
能
性
や
雇
用
創
出
を
含
む
周
辺
地
域
開
発
を
通
し
た
経
済
的
持
続
可
能
性
の
改
善
に
つ
い
て
は
こ
こ
で
は
論
じ
な
い
こ
と
に
す
る
。
た
だ
、
法
に
定
め
た
環
境
影
響
評
価
と
文
化
財
発
掘
調
査
を
き
ち
ん
と
行
な
わ
な
か
っ
た
り
、
法
的
領
域
を
越
え
て
特
定
の
公
社
に
関
連
事
業
を
任
せ
た
り
、
開
発
過
程
で
先
山
（
先
祖
の
墓
の
あ
る
山
）
を
含
む
生
活
の
場
と
土
地
を
供
出
す
る
多
く
の
人
々
の
意
見
を
充
分
に
反
映
し
な
い
開
発
は
、
結
局
社
会
的
葛
藤
を
も
た
ら
し
て
、
韓
国
社
会
の
持
続
可
能
性
を
損
な
う
危
険
が
あ
る
。
残
念
な
が
ら
緑
色
成
長
は
”
環
境
と
経
済
”
の
統
合
の
み
を
過
大
に
強
調
し
、
社
会
的
文
化
的
側
面
を
充
分
に
考
慮
し
て
な
い
の
で
は
な
い
の
か
と
憂
慮
す
る
。
そ
の
よ
う
な
意
味
で
緑
色
成
長
は
、
三
種
類
の
持
続
可
能
性
の
均
衡
と
統
合
を
強
調
す
る
持
続
可
能
な
発
展
の
不
均
衡
な
バ
ー
ジ
ョ
ン
に
転
落
す
る
危
険
が
あ
る
。
緑
色
成
長
が
真
の
意
味
で
持
続
可
能
な
発
展
の
韓
国
的
特
殊
形
態
に
な
る
た
め
に
は
、
こ
の
よ
う
な
限
界
点
を
乗
り
越
え
て
、
で
き
る
だ
け
問
題
点
を
事
前
に
予
防
す
る
努
力
が
特
に
強
調
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
（
一
番
目
の
提
案
…
社
会
的
文
化
的
あ
る
い
は
政
治
的
持
続
可
能
性
に
対
す
る
考
慮
の
拡
大
）
　
私
た
ち
は
、
持
続
可
能
な
発
展
の
た
め
の
教
育
、
あ
る
い
は
社
会
的
持
続
可
能
性
を
充
分
に
統
合
し
拡
大
し
た
緑
色
成
長
を
通
じ
て
、
子
供
た
ち
が
気
候
変
化
と
エ
ネ
ル
ギ
i
危
機
状
況
の
不
確
実
で
複
雑
な
様
相
を
理
解
し
、
能
動
的
で
創
意
的
に
緑
色
社
会
作
り
に
参
加
す
る
意
志
と
能
力
を
持
っ
た
市
民
に
な
る
こ
と
を
期
待
す
る
。
そ
の
た
め
に
は
交
通
、
観
光
、
健
康
、
消
費
な
ど
、
学
生
た
ち
の
暮
ら
し
の
李学校環境教育革新のための韓国の実験139
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面
と
連
関
し
た
旦
ハ
体
的
な
主
題
領
域
の
中
で
三
種
類
の
持
続
可
能
な
発
展
の
領
域
が
ど
の
よ
う
に
相
互
に
作
用
す
る
か
を
学
習
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
（
二
番
目
の
提
案
一
教
授
要
目
の
内
容
を
主
題
中
心
に
構
成
し
て
統
合
性
を
強
化
）
　
こ
の
よ
う
に
多
様
な
主
題
を
中
心
に
三
つ
の
領
域
の
持
続
可
能
性
が
相
互
作
用
す
る
過
程
を
主
要
な
内
容
と
す
る
場
合
「
環
境
と
緑
色
成
長
」
が
特
定
の
科
目
を
越
え
て
、
す
べ
て
の
教
科
に
反
映
さ
れ
る
基
盤
を
用
意
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
　
ひ
い
て
は
私
た
ち
の
周
辺
で
社
会
の
持
続
可
能
性
を
高
め
る
た
め
に
ど
れ
だ
け
真
摯
な
反
省
と
変
化
に
向
け
た
多
様
な
努
力
が
進
め
ら
れ
て
い
る
か
を
具
体
的
な
事
例
を
通
じ
て
知
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
持
続
可
能
な
発
展
も
緑
色
成
長
も
非
常
に
複
合
的
で
、
時
に
は
抽
象
的
な
概
念
で
あ
る
か
ら
、
私
た
ち
の
周
辺
の
現
実
世
界
で
見
出
さ
れ
る
旦
ハ
体
的
な
事
例
を
示
し
、
語
っ
て
聞
か
せ
、
そ
の
中
か
ら
原
理
と
原
則
を
見
つ
け
て
そ
れ
を
自
分
の
状
況
に
適
用
し
、
代
案
を
作
っ
て
適
用
し
評
価
し
な
が
ら
学
べ
る
機
会
を
提
供
す
べ
き
で
あ
る
。
（
三
番
目
の
提
案
゜
事
例
中
心
、
学
生
主
導
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
型
ア
プ
ロ
ー
チ
を
通
し
た
創
意
と
実
験
を
実
現
）
　
韓
国
は
、
低
出
産
と
高
齢
化
社
会
、
不
足
す
る
自
然
資
源
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
高
学
歴
者
及
び
青
年
層
の
失
業
、
高
い
自
殺
率
と
離
婚
率
と
い
っ
た
様
々
な
課
題
を
抱
え
て
い
る
。
し
か
し
、
経
済
的
持
続
可
能
性
の
量
的
拡
大
が
必
要
と
い
う
主
張
は
、
経
済
の
産
業
的
基
盤
が
脆
弱
で
、
そ
の
た
め
に
社
会
全
体
の
持
続
可
能
性
が
脆
弱
な
低
開
発
国
家
で
は
説
得
力
が
あ
る
が
、
二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
増
加
率
世
界
一
位
、
国
民
総
生
産
（
G
N
P
）
で
世
界
一
二
位
の
韓
国
が
、
発
展
と
い
う
質
的
向
上
の
概
念
で
は
な
く
、
成
長
と
い
う
量
的
拡
大
の
概
念
を
も
ち
だ
す
こ
と
自
体
が
問
題
で
は
な
か
ろ
う
か
。
六
、
総
括
及
び
提
言
　
日
本
で
は
過
去
六
〇
年
以
上
に
わ
た
っ
て
権
力
を
掌
握
し
て
き
た
自
民
党
が
崩
れ
て
、
民
主
党
の
鳩
山
政
権
が
発
足
し
た
。
こ
れ
は
急
速
な
社
会
的
変
化
に
対
し
て
慎
重
な
日
本
社
会
と
し
て
は
、
ほ
と
ん
ど
革
命
的
な
変
化
と
言
え
る
。
こ
の
よ
う
な
変
化
が
広
く
は
日
本
社
会
全
体
、
狭
く
は
学
校
社
会
と
学
校
で
の
環
境
教
育
に
、
ど
ん
な
変
化
と
し
て
つ
な
が
る
だ
ろ
う
か
？
　
韓
国
で
は
一
〇
年
間
の
進
歩
的
政
権
が
没
落
し
保
守
的
な
イ
：
・
・
ヨ
ン
バ
ク
政
権
が
成
立
し
て
か
ら
三
年
目
を
迎
え
て
い
る
。
イ
：
・
・
ヨ
ン
バ
ク
政
府
の
提
示
し
た
政
策
は
政
治
的
に
も
生
態
的
に
も
こ
と
ご
と
く
論
争
を
巻
き
起
こ
し
葛
藤
と
対
立
を
も
た
ら
し
た
。
　
大
運
河
事
業
は
、
四
大
河
川
事
業
と
し
て
実
質
的
な
事
業
変
更
が
な
さ
れ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
見
て
く
れ
を
変
え
た
だ
け
な
の
か
わ
か
ら
な
い
と
い
う
論
争
の
中
で
続
け
ら
れ
て
い
る
。
国
民
の
健
康
を
担
保
に
し
た
牛
肉
輸
入
騒
動
、
高
所
得
層
に
対
す
る
減
税
政
策
も
さ
り
な
が
ら
、
四
大
河
川
事
業
は
事
実
上
、
法
的
に
定
あ
ら
れ
た
環
境
影
響
評
価
も
き
ち
ん
と
さ
れ
な
い
ま
ま
、
不
法
に
進
め
ら
れ
て
い
る
も
同
然
で
あ
る
。
　
こ
の
よ
う
な
イ
：
・
・
ヨ
ン
バ
ク
政
府
の
命
運
を
か
け
た
緑
色
成
長
140東洋文化研究12号
政
策
が
、
教
育
に
お
い
て
は
緑
色
成
長
教
育
と
い
う
名
で
拡
散
の
一
途
を
歩
ん
で
い
る
。
緑
色
成
長
と
い
う
単
語
が
持
つ
多
義
性
と
論
争
の
余
地
は
、
教
育
と
い
う
単
語
と
組
み
合
わ
さ
っ
た
こ
と
で
さ
ら
に
増
幅
さ
れ
る
様
相
を
見
せ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
中
、
む
し
ろ
教
育
界
で
は
既
存
の
環
境
教
育
が
持
っ
て
い
た
限
界
を
克
服
し
た
り
、
最
小
限
で
も
新
し
い
変
化
の
た
め
の
機
会
に
な
り
う
る
と
い
う
認
識
も
少
な
く
な
い
。
“
環
境
と
生
命
を
守
る
全
国
教
師
の
集
い
”
が
こ
の
主
題
に
対
し
て
か
な
り
柔
軟
な
態
度
を
見
せ
て
い
る
点
が
注
目
に
値
す
る
。
筆
者
も
ま
た
既
存
の
環
境
教
育
が
過
度
に
水
質
、
大
気
、
廃
棄
物
な
ど
の
環
境
科
学
ま
た
は
環
境
工
学
的
な
側
面
に
囚
わ
れ
て
い
た
と
い
う
問
題
点
を
考
え
る
と
、
「
緑
色
」
の
後
に
成
長
と
い
う
政
治
的
経
済
的
用
語
が
付
く
こ
と
で
新
し
い
局
面
に
展
開
さ
れ
る
余
地
が
あ
る
と
考
え
る
。
　
「
環
境
と
緑
色
成
長
」
科
目
が
イ
・
ミ
ョ
ン
バ
ク
政
府
内
で
活
性
化
さ
れ
る
と
言
っ
て
も
、
こ
れ
は
名
目
的
な
も
の
で
実
質
的
な
も
の
に
な
る
の
は
難
し
い
と
の
批
判
や
心
配
も
少
な
く
な
い
。
政
権
が
変
わ
れ
ば
一
瞬
に
し
て
消
え
う
る
政
治
型
科
目
だ
と
い
う
批
判
も
可
能
で
あ
る
。
ま
た
熾
烈
で
細
密
な
反
省
と
悩
み
な
し
に
政
策
広
報
性
の
科
目
と
し
て
急
造
さ
れ
る
過
程
で
、
も
う
一
つ
の
知
識
科
目
に
転
落
し
た
と
い
う
批
判
を
受
け
る
可
能
性
も
あ
る
。
　
こ
の
よ
う
な
不
確
実
性
が
高
い
状
況
で
、
私
た
ち
は
ど
の
よ
う
に
対
処
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
？
　
相
互
学
習
の
機
会
を
多
く
持
つ
こ
と
で
、
ま
た
多
様
な
集
団
が
多
様
な
方
式
で
試
み
て
、
そ
の
過
程
を
共
有
す
る
こ
と
で
新
し
い
変
化
の
機
会
を
作
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
　
私
た
ち
は
二
〇
〇
九
年
七
月
と
八
月
の
二
ヶ
月
間
、
日
本
の
学
習
院
大
学
の
支
援
を
受
け
て
日
韓
学
校
環
境
教
育
比
較
及
び
共
同
活
性
化
方
案
を
探
求
す
る
た
め
の
研
究
を
遂
行
し
た
。
前
半
の
一
か
月
は
主
に
文
献
を
通
じ
て
状
況
を
分
析
し
た
り
、
学
校
を
訪
問
し
て
教
師
（
ま
た
は
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）
と
の
面
談
を
通
じ
て
限
界
点
と
可
能
性
を
探
っ
た
り
し
た
。
　
私
た
ち
は
先
に
韓
国
の
学
校
環
境
教
育
の
現
状
を
診
断
し
、
表
に
現
わ
れ
た
問
題
と
、
そ
の
問
題
の
裏
に
あ
る
、
よ
り
構
造
的
で
体
系
的
な
問
題
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
。
そ
の
た
め
に
私
た
ち
は
韓
国
と
日
本
で
学
校
環
境
教
育
が
ど
の
よ
う
な
過
程
を
通
じ
て
成
立
し
発
展
し
て
き
た
の
か
、
そ
し
て
現
在
ど
ん
な
問
題
に
ぶ
つ
か
っ
て
い
る
か
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
。
　
私
た
ち
は
日
本
と
韓
国
の
学
校
環
境
教
育
の
歴
史
と
現
実
を
分
析
す
る
過
程
で
、
次
の
よ
う
な
類
似
点
を
い
く
つ
か
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
　
第
一
、
日
本
と
韓
国
は
と
も
に
競
争
力
を
強
調
す
る
学
校
の
雰
囲
気
と
上
級
学
校
進
学
と
い
う
目
前
に
迫
っ
て
い
る
問
題
の
た
め
に
、
環
境
教
育
の
た
め
に
割
く
時
間
と
資
源
が
あ
ま
り
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
時
間
割
上
に
環
境
教
育
だ
け
を
実
施
す
る
た
め
の
固
定
時
間
を
確
保
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
い
う
認
識
が
あ
る
。
こ
れ
を
韓
国
で
は
環
境
科
目
の
選
択
率
改
善
を
通
じ
て
推
進
し
て
来
た
が
、
こ
の
問
題
に
関
し
て
韓
国
は
過
去
一
〇
年
間
あ
ま
り
成
功
し
な
か
っ
た
。
　
第
二
、
韓
国
と
日
本
は
と
も
に
学
校
の
事
情
に
よ
っ
て
柔
軟
で
主
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題
を
統
合
的
に
扱
う
授
業
時
間
（
総
合
的
な
学
習
の
時
間
や
裁
量
活
動
）
を
取
り
入
れ
、
そ
れ
な
り
の
成
果
と
限
界
が
見
ら
れ
た
点
で
あ
る
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
型
の
授
業
を
す
る
た
め
に
は
一
週
間
に
二
～
三
時
間
を
集
中
的
に
配
置
し
て
学
校
内
外
を
往
来
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
、
こ
の
よ
う
な
柔
軟
な
構
造
は
大
い
に
役
に
立
つ
。
し
か
し
、
残
念
な
が
ら
最
近
に
な
っ
て
こ
の
よ
う
な
自
律
性
と
柔
軟
性
が
減
少
す
る
方
向
に
教
育
課
程
が
変
わ
っ
た
か
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
。
二
〇
〇
九
年
に
改
定
さ
れ
た
未
来
型
教
育
課
程
で
は
“
集
中
型
授
業
”
と
”
創
意
的
体
験
活
動
”
を
通
じ
て
、
こ
の
よ
う
な
柔
軟
な
活
動
が
で
き
る
物
理
的
基
盤
を
作
ろ
う
と
し
て
お
り
、
そ
の
よ
う
な
変
化
を
積
極
的
に
活
用
す
る
必
要
が
あ
る
。
　
第
三
、
多
く
の
関
係
者
が
共
通
に
指
摘
す
る
問
題
の
一
つ
は
、
教
師
自
身
の
認
識
と
力
量
の
不
足
で
あ
る
。
す
べ
て
の
教
科
で
環
境
教
育
の
必
要
性
が
強
調
さ
れ
る
が
、
教
師
の
全
般
的
な
認
識
水
準
や
参
加
度
は
非
常
に
低
い
水
準
で
あ
っ
て
、
改
善
さ
れ
て
い
る
と
言
っ
て
も
速
度
が
非
常
に
遅
く
、
意
味
を
見
出
し
に
く
い
ほ
ど
で
あ
る
。
現
職
教
師
に
対
す
る
研
修
や
教
員
養
成
大
学
の
教
育
課
程
を
補
う
た
め
の
特
別
な
措
置
が
切
実
に
求
め
ら
れ
る
。
韓
国
は
師
範
大
学
で
環
境
専
担
教
師
を
養
成
し
て
い
る
が
、
こ
の
二
年
間
全
く
任
用
さ
れ
て
い
な
い
。
日
本
で
は
環
境
教
育
を
担
当
す
る
新
し
い
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
養
成
し
て
配
置
す
る
こ
と
を
日
本
学
術
会
議
が
提
言
し
て
い
る
。
　
第
四
、
非
常
に
部
分
的
で
特
別
な
ケ
ー
ス
で
は
あ
る
が
、
日
本
の
一
部
の
学
校
で
は
地
域
の
環
境
教
育
団
体
と
多
様
な
方
式
の
協
力
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
進
め
て
い
た
。
そ
こ
で
は
信
頼
性
と
専
門
性
を
備
え
た
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。
日
本
は
社
会
環
境
教
育
分
野
の
リ
ー
ダ
ー
を
養
成
し
て
公
式
化
す
る
過
程
が
韓
国
に
比
べ
て
成
熟
し
て
お
り
、
彼
ら
に
対
す
る
学
校
と
保
護
者
の
信
頼
も
相
当
構
築
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
韓
国
は
こ
れ
か
ら
資
格
制
度
を
取
り
入
れ
よ
う
と
い
う
準
備
段
階
に
あ
り
、
保
守
的
な
学
校
と
保
護
者
の
信
頼
を
得
る
た
め
に
は
、
よ
り
愼
重
で
段
階
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
　
こ
れ
ま
で
の
調
査
・
研
究
の
過
程
で
導
き
出
さ
れ
た
キ
ー
ワ
ー
ド
は
二
つ
で
、
実
質
的
な
学
際
的
接
近
の
た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
型
の
授
業
と
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
養
成
と
任
用
で
あ
る
。
ー
　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
型
の
授
業
　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
型
の
授
業
は
学
校
で
環
境
教
育
を
実
施
す
る
過
程
に
お
い
て
重
要
で
、
守
ら
れ
る
べ
き
方
向
性
と
し
て
柔
軟
性
と
地
域
性
と
統
合
性
が
強
調
さ
れ
る
。
　
柔
軟
性
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
性
格
に
よ
っ
て
、
学
生
が
時
空
間
的
な
壁
に
ぶ
つ
か
る
の
を
最
小
限
に
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
毎
週
決
ま
っ
た
時
間
割
の
枠
に
し
た
が
っ
て
授
業
を
進
め
ね
ば
な
ら
な
い
と
し
た
ら
、
多
様
な
学
習
方
法
を
取
り
入
れ
に
く
い
。
し
た
が
っ
て
、
例
え
ば
、
四
単
位
が
割
り
当
て
ら
れ
た
ら
、
毎
週
二
時
間
ず
つ
二
学
期
に
わ
た
っ
て
行
っ
た
り
一
時
間
ず
つ
四
学
期
に
か
け
て
行
う
よ
り
は
四
時
間
ず
つ
一
学
期
で
行
な
う
こ
と
が
望
ま
し
い
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
型
の
授
業
と
い
う
教
育
課
程
上
に
現
わ
れ
に
く
い
用
語
を
使
っ
た
が
、
教
師
と
学
生
、
保
護
者
た
ち
の
誤
解
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
時
間
割
上
に
は
っ
き
り
と
環
境
教
育
を
実
施
す
る
た
め
の
時
間
的
空
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間
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
表
示
す
べ
き
で
あ
る
。
　
次
に
地
域
性
と
い
う
点
で
は
、
学
生
の
日
常
的
な
生
活
場
面
と
の
連
繋
性
を
高
め
、
こ
れ
を
通
じ
て
授
業
前
後
に
も
関
心
と
参
加
が
持
続
す
る
よ
う
誘
導
し
、
実
際
に
自
分
た
ち
の
暮
ら
し
と
連
関
し
た
問
題
や
争
点
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
学
生
が
自
己
主
導
性
を
高
め
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
型
の
授
業
が
グ
ル
ー
プ
単
位
で
な
さ
れ
る
な
ら
ば
、
同
じ
町
に
住
む
子
供
た
ち
の
間
の
協
力
活
動
も
好
ま
し
い
役
割
を
果
た
す
で
あ
ろ
う
。
　
最
後
に
統
合
性
に
つ
い
て
言
う
と
、
問
題
解
決
の
た
め
の
代
案
を
作
り
出
し
、
そ
の
全
過
程
を
学
生
が
主
導
的
に
解
決
し
て
い
く
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
型
の
授
業
は
、
硬
直
し
た
知
識
内
容
を
効
果
的
に
伝
授
す
る
た
め
の
知
識
伝
達
型
の
授
業
と
は
そ
り
が
合
わ
な
い
。
教
師
の
役
割
に
対
す
る
新
し
い
理
解
と
そ
れ
に
沿
っ
た
教
員
養
成
課
程
の
変
化
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
教
師
と
学
生
間
の
関
係
や
役
割
に
対
す
る
認
識
も
変
わ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
そ
の
よ
う
な
変
化
を
う
ま
く
盛
り
込
ん
だ
教
育
課
程
、
教
科
書
及
び
解
説
書
の
開
発
と
適
用
が
必
要
で
あ
る
。
2
　
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
養
成
と
任
用
　
学
校
で
多
様
な
統
合
的
授
業
を
進
め
る
た
め
に
は
、
担
任
の
先
生
一
人
の
努
力
で
は
ほ
と
ん
ど
不
可
能
で
あ
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
①
教
師
側
に
環
境
教
育
を
適
切
に
指
導
す
る
準
備
が
で
き
て
い
な
い
。
②
い
く
ら
意
志
が
あ
る
と
言
っ
て
も
す
べ
て
の
教
師
が
多
様
な
現
場
体
験
型
の
環
境
教
育
を
行
う
能
力
を
身
に
つ
け
て
い
る
と
は
見
な
し
難
い
。
③
現
職
に
あ
る
教
師
の
大
部
分
は
教
育
大
学
や
師
範
大
学
の
教
員
養
成
課
程
で
環
境
に
つ
い
て
学
ん
だ
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
に
学
校
と
地
域
を
繋
ぎ
、
学
校
の
環
境
教
育
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
必
要
と
な
る
。
　
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
次
の
よ
う
な
過
程
を
通
じ
て
養
成
さ
れ
う
る
。
①
師
範
大
学
環
境
教
育
科
出
身
者
に
対
す
る
六
ヶ
月
位
の
補
修
教
育
、
②
社
会
環
境
教
育
関
係
者
で
四
年
以
上
の
経
歴
を
持
つ
者
に
対
す
る
六
ヶ
月
位
の
補
修
教
育
、
③
環
境
専
攻
及
び
副
専
攻
資
格
現
職
教
師
に
対
す
る
三
ヶ
月
位
の
補
修
教
育
、
④
こ
れ
ら
の
人
が
三
年
位
の
見
習
い
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
活
動
し
て
か
ら
正
式
に
認
定
、
⑤
こ
れ
ら
の
人
は
学
校
内
に
設
置
さ
れ
た
環
境
教
育
室
で
活
動
－
地
域
環
境
教
育
セ
ン
タ
ー
を
兼
ね
る
　
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
次
の
よ
う
な
内
容
に
つ
い
て
の
理
解
を
身
に
つ
け
ね
ば
な
ら
な
い
。
①
国
家
教
育
課
程
、
②
学
校
の
意
思
決
定
と
運
営
体
系
、
③
環
境
科
目
及
び
各
教
科
で
の
環
境
教
育
に
関
す
る
内
容
、
④
地
域
の
自
然
条
件
、
環
境
教
育
関
連
団
体
と
施
設
、
⑤
子
供
た
ち
の
心
理
及
び
学
習
特
性
　
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
は
次
の
よ
う
な
事
項
の
遂
行
が
期
待
さ
れ
る
。
①
す
べ
て
の
教
科
の
教
師
に
対
す
る
環
境
授
業
の
支
援
、
②
学
校
の
事
情
に
相
応
し
い
修
学
旅
行
、
祝
祭
、
イ
ベ
ン
ト
及
び
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
企
画
の
推
進
、
③
保
護
者
に
対
す
る
研
修
及
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
活
動
へ
の
誘
導
、
④
学
生
た
ち
に
対
す
る
環
境
関
連
の
進
路
指
導
及
び
職
業
紹
介
、
⑤
他
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
⑥
学
校
施
設
の
造
成
（
学
校
の
森
な
ど
）
及
び
エ
ネ
ル
ギ
ー
李学校環境教育革新のための韓国の実験143
利
用
に
関
す
る
活
動
へ
の
参
加
、
⑦
適
切
な
社
会
環
境
教
育
団
体
及
び
リ
ー
ダ
ー
の
学
校
へ
の
招
待
及
び
参
加
　
も
し
学
校
に
こ
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
せ
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
配
置
さ
れ
、
学
生
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
型
の
実
質
的
な
環
境
教
育
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
次
の
よ
う
な
全
般
的
な
効
果
が
現
わ
れ
る
も
の
と
期
待
で
き
る
。
こ
の
す
べ
て
の
成
果
は
私
た
ち
の
社
会
が
よ
り
持
続
可
能
な
社
会
に
移
り
変
わ
り
、
学
生
と
市
民
た
ち
が
よ
り
幸
福
で
安
全
な
暮
ら
し
を
享
受
す
る
基
盤
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
①
学
生
の
環
境
に
対
す
る
関
心
、
認
識
、
知
識
、
問
題
解
決
及
び
意
思
決
定
力
、
行
動
能
力
の
改
善
、
②
学
校
教
育
環
境
の
改
善
－
菜
園
、
学
校
の
森
、
生
態
池
、
ビ
オ
ト
ー
プ
、
グ
リ
ー
ン
ウ
ォ
ー
ル
、
室
内
環
境
な
ど
、
③
学
校
の
環
境
費
用
（
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
水
、
ゴ
ミ
な
ど
）
の
減
少
、
④
地
域
環
境
教
育
の
拠
点
と
し
て
の
役
割
を
通
じ
た
地
域
の
環
境
力
量
改
善
、
⑥
す
べ
て
の
教
師
の
環
境
授
業
満
足
度
向
上
参
考
文
献
（
原
文
は
い
ず
れ
も
韓
国
語
）
京
畿
道
教
育
庁
（
二
〇
〇
九
）
、
京
畿
道
高
等
学
校
教
育
課
程
編
成
運
営
　
　
指
針
、
京
畿
道
教
育
庁
公
示
第
二
〇
〇
九
i
一
七
号
（
二
〇
〇
九
、
　
　
〇
二
、
二
八
）
。
京
畿
道
教
育
庁
（
二
〇
〇
九
）
、
京
畿
道
中
学
校
教
育
課
程
編
成
運
営
指
　
　
針
、
京
畿
道
教
育
庁
公
示
第
二
〇
〇
九
－
一
六
号
（
二
〇
〇
九
、
〇
　
　
二
、
二
八
）
。
カ
ク
・
ビ
ョ
ン
ソ
ン
（
二
〇
〇
九
）
、
未
来
型
教
育
課
程
は
こ
う
変
わ
る
　
　
べ
き
、
未
来
型
教
育
課
程
改
編
推
進
の
た
め
の
第
三
次
大
討
論
会
資
　
　
料
集
、
国
家
教
育
科
学
技
術
諮
問
会
議
。
教
育
部
（
一
九
九
三
）
、
第
六
次
教
育
課
程
総
論
、
大
韓
教
科
書
株
式
会
　
　
社
。
教
育
部
（
一
九
九
七
）
、
第
七
次
高
等
学
校
教
育
課
程
解
説
（
教
養
）
、
大
　
　
韓
教
科
書
株
式
会
社
。
教
育
部
（
一
九
九
七
）
、
第
七
次
中
学
校
教
育
課
程
解
説
（
五
）
、
大
韓
教
　
　
科
書
株
式
会
社
。
キ
ム
・
ス
イ
ル
（
一
九
九
一
）
、
小
・
中
等
学
校
第
六
次
教
育
課
程
に
お
　
　
け
る
環
境
教
育
強
化
方
案
〈
A
＞
1
内
容
構
成
方
向
及
び
選
定
の
準
　
　
拠
、
範
囲
、
系
列
性
1
、
韓
国
環
境
教
育
学
会
学
術
大
会
資
料
集
、
　
　
韓
国
環
境
教
育
学
会
韓
・
独
環
境
教
育
学
術
会
議
、
三
八
ー
七
六
頁
。
キ
ム
・
ヨ
ン
マ
ン
（
一
九
九
一
）
、
小
・
中
等
学
校
第
六
次
教
育
課
程
に
　
　
お
け
る
環
境
教
育
強
化
方
案
－
各
教
科
別
主
要
内
容
要
素
の
反
映
方
　
　
案
1
、
韓
国
環
境
教
育
学
会
学
術
大
会
資
料
集
、
韓
国
環
境
教
育
学
　
　
会
韓
・
独
環
境
教
育
学
術
会
議
、
一
＝
二
ー
一
六
一
頁
。
キ
ム
。
ス
フ
ン
、
シ
ム
・
ジ
ェ
ホ
、
ク
ム
・
ド
ッ
ク
ン
、
イ
・
グ
ン
ホ
、
　
　
ソ
・
ミ
ン
チ
ョ
ル
、
イ
・
ジ
ェ
ヨ
ン
、
バ
ク
・
ソ
ク
ス
ン
（
二
〇
〇
　
　
九
）
、
高
等
学
校
”
環
境
と
緑
色
成
長
教
育
課
程
（
中
）
”
公
聴
会
資
　
　
料
集
。
韓
国
教
育
課
程
評
価
院
、
緑
色
成
長
委
員
会
、
教
育
科
学
技
術
部
、
環
境
　
　
部
、
行
政
安
全
部
（
二
〇
〇
九
）
、
緑
成
長
教
育
活
性
化
方
案
。
シ
ン
・
セ
ホ
、
チ
ェ
・
ソ
ク
ジ
ン
、
ク
ォ
ン
・
チ
ス
ン
、
チ
ェ
・
ド
ン
ヒ
　
　
ョ
ン
、
チ
ョ
・
ナ
ン
シ
ム
（
一
九
八
七
）
、
学
校
環
境
教
育
の
強
化
　
　
方
案
に
関
す
る
研
究
、
韓
国
環
境
科
学
研
究
協
議
会
。
ア
ン
・
チ
ェ
ジ
ョ
ン
（
二
〇
〇
九
）
、
未
来
型
教
育
課
程
と
学
校
環
境
教
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育
、
学
校
環
境
教
育
委
員
会
活
動
資
料
集
及
び
結
果
報
告
書
、
韓
国
　
　
環
境
教
育
学
会
。
ユ
ン
・
ヨ
ン
ス
ン
、
ミ
ン
・
ビ
ョ
ン
ス
、
キ
ム
・
ナ
ム
ス
、
オ
・
ヒ
ョ
ン
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九
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〇
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境
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境
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育
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、
窪
ε
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謹
≦
≦
、
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境
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計
。
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　　　〈付録1＞　「緑色成長教育」教授要目
（韓国教育科学技術部が示した2009年10月段階の案）
1，地球の持続可能性と緑色成長の意味
　資源枯渇と環境汚染の原因
　一人口増加，産業発達，経済発達の加速
　　化による消費増大
　持続可能性を脅かす要素
　一気候変化，資源及びエネルギー枯渇，
　　その他多様な環境の異常兆候発生
　環境問題に対する国際的な努カ
　　ー持続可能発展理念の成果
　　一持続可能発展の限界
　緑色成長概念の登場と意味
　　一緑色成長概念の登場の背景
　　一緑色成長の意味
皿．
皿，
気候変化の原因と影響
生態系と地球システム
ー生態系と地球システムの平衡
一異常気候と地球温暖化の諸証拠
地球温暖化の原因
一化石燃料の使用増加と二酸化炭素濃度
　の増加
一温室効果と地球温暖化
一温室ガス発生源
一温室ガス排出量の国内外現状
気候変化の影響
一氷河の融解と海水面上昇
一異常気候の発生と自然災害の増加
一生態系の変化
低炭素戦略の方向と限界
W
1
資源とエネルギー
資源の概念と種類
一資源の概念
一資源の種類
エネルギー資源とエネルギー消費
一石油，石炭，天然ガス依存度の増加及
　び資源確保をめぐる葛藤
一産業化と人口増加によるエネルギー消
　費の増加
一化石燃料依存度減少対策
鉱物資源と鉱物資源消費
一鉱物資源消費の増加と資源確保のため　　2．
　の葛藤
一産業化と人口増加による鉱物消費の増加
一代替資源確保及び資源消費減少方案
食糧資源と消費
一食糧不足と食糧確保競争の深刻化，食
　糧安保
一水産資源の減少
一持続可能な食糧確保対策
森林資源と木材消費
一産業化と人口増加による森林破壊の加
　速化
一森林資源の減少
一木材及び紙の消費節約対策
水資源をめぐる葛藤と保全
一水汚染の原因と影響
一水資源の減少と消費増加
一海洋汚染と干潟破壊
一水資源枯渇に対する対策
土壌資源と廃棄物問題
一産業化と人口増加による土壌汚染と廃
　棄物増加
一土壌資源の減少と廃棄物増加
一土壌資源消費減少対策と廃棄物の資源
　化方案
緑色成長とその政策的志向
緑色技術と緑色産業，代替エネルギー
緑色技術の性格と産業化の可能性
一融合，システム，低炭素
一産業化可能性と国際競争力
緑色技術と新再生エネルギー
一緑色技術：資源リサイクル技術，炭素
　捕集技術，グリーンカー
一新再生エネルギー：風力，潮力，潮流，
　太陽エネルギー，地熱，バイオエタノ
　ール，水素エネルギー，燃料電池，ス
　マートグリッド
緑色産業
一文化コンテンツ，観光，教育，医療，
　金融サービス産業
一緑色雇用
原子力発電の長短所と核融合発電への期
　待
緑色制度
緑色金融と緑色制度
一緑色技術金融
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　　一炭素税，環境影響評価，環境補助金，
　　環境規制
　排出権取引制度の原理と適用
3．緑色国土開発，地域開発
　緑色国土開発及び地域開発政策
　一地域社会開発，小規模ボトムアップ式
　　開発
　緑色交通
　生態系復元と回復事業
V．緑色生活様式の拡大
　　生活様式の変化：生活システム側面での
　　　親環境実践
　　一室内等自動開閉装置，給水装置自動開
　　　閉装置など
　　一食生活，衣服，住居（暖房関連），大
　　　衆交通手段の利用等
　　緑色共同体運動：生態村，緑色都市，緑
色ビル
緑色消費：消費節約，緑色商品購買運動
など
生態学校
日常での実践と意識変化
VI．持続可能発展と国際的努力
　　持続可能発展の理念
　　一環境的持続性と政策的志向点
　　一経済的持続性と政策的志向点
　　一社会的持続性と政策的志向点
　　一持続可能な発展理念の現状
　　環境問題の国際政治と協カ
　　ー環境問題に関する国際条約の性格
　　一グリーンラウンドと気候変動枠組み条
　　　約をめぐる論議
　　環境団体（NGO）の努力
　　環境論の変遷と環境倫理の定立
　　　＜付録2＞
1　環境と人間
1　地球環境の構成要素と相互作用
　一大気，水，地形，土壌，植生，動物とそ
　　の相互作用
一生態系と地球システム
2，環境と環境問題を見る観点
　一環境と人間の関係
　一環境論の歴史的移り変わり
　一現代の環境問題を見る多様な観点
3．環境問題の類型と移り変わり
一環境問題の類型変化：環境汚染，生態系
　破壊，危険社会
一原因：産業化，都会化，人口増加，消費
　増大（生活水準向上）
一汚染，破壊，減少，変化そして人間
「環境と緑色成長」教授要目（付録1に対する李在永教授の修正案）
　　中，疾病，犯罪，文化芸術的多様性
一総合：二っの地球，地球環境時計9時
　30分経過……
2．韓国的危機と反省
一環境的危機：大規模国策事業，生態系破
　壊，復元事業の不備，
一経済的危機：青年の失業，高齢者の失業，
　不動産バブル，農村社会の危機，
一社会的危機：OECD自殺率1位，社会保
　障制度，北朝鮮の核問題にっいての葛藤，
　少数者差別と人権
一総合：韓国の国家持続可能性の順位約
　50位圏
　環境危機状況に対する国際的な対応？
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　皿　持続可能発展と緑色成長
H．持続不可能な世界：危機と反省　　　　　　1．持続可能発展理念の登場と発展
1．地球的危機と反省　　　　　　　　　　　　　一持続可能発展概念の歴史：国際自然保護
　一環境的危機：気候変化，エネルギー源枯　　　　連合，ブルントラント，リオ会議など
　　渇，有害化学物，放射能，生物多様性危　　　一持続可能発展への多様な観点：南北葛藤，
　　機　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　南南葛藤など
　一経済的危機：世界金融危機新自由主義，　　一構成要素：環境的持続性，経済的持続性，
　　国家間貧富格差，　　　　　　　　　　　　　　社会的持続性，文化的脈絡
　一社会的危機：全世界100ヶ所以上で戦争　　　一基本原則と核心原理
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一持続可能発展教育10年（2005－2014）
2，持続可能発展の韓国的条件
一環境的条件：山岳型，海洋，
一経済的条件：産業高度化，高い対外依存
　性，貧富格差，失業，財閥と独占
一社会文化的条件：分断と戦争，高齢化，
　高学歴，儒教的伝統
3．持続可能発展の韓国化；緑色成長概念
一持続可能発展の実現と地域化
一持続可能発展と緑色成長の関係
一持続可能発展の限界と緑色成長
　　緑色成長理念の意味と志向
IV　資源と環境の問題（注1）
1．新しい地球的環境問題一環境問題の中で
　　も特に区分して強調
　1）　気候変化
　2）　オゾン層破壊
　3）　砂漠化
　4）　生物種減少
2，伝統的環境問題
　大気汚染
　一大気汚染の原因と影響
　一大気汚染と汚染物質
　一大気環境改善のための対策
　水資源をめぐる葛藤と保全？
　一水汚染（地下水含む）の原因と影響
　一水資源の減少と消費増加
　一海洋汚染と干潟破壊
　一水資源枯渇に対する対策
　土壌資源と廃棄物問題
　一産業化と人口増加による土壌汚染の増加
　　と廃棄物増加
　一土壌資源の減少と廃棄物増加
　一土壌資源消費減少対策と廃棄物の資源化
　　方案
　廃棄物
　一廃棄物の規模，類型，処理，リサイクル
　ー資源循環型社会に向けて
　その外の環境問題
　一放射能汚染，環境ホルモンなど
3　資源とエネルギー
　エネルギー資源とエネルギー消費
　一概念と種類
　一現在の状況
　一石油，石炭，天然ガス依存度増加及び資
　源確保をめぐる葛藤
一産業化と人口増加によるエネルギー消費
　の増加
一化石燃料依存度減少対策
鉱物資源と鉱物資源消費
一鉱物資源消費増加と資源確保の葛藤
一産業化と人口増加による鉱物消費の増加
一代替資源確保及び資源消費減少方案
食糧資源と消費
一食糧不足と食糧確保競争の深刻化，食糧
　安保
一水産資源の減少
一持続可能な食糧確保対策
森林資源と木材消費
一産業化と人口増加による森林破壊の加速
　化
一森林資源の減少
一木材及び紙の消費節約対策
V　緑色成長のための共同の努力（注2）
L　経済，産業，雇用
　一緑色技術の性格；融合，システム，低炭
　　素
　一新再生エネルギーと資源リサイクル技術1
　　例，炭素補集技術とグリーンカー
　一文化コンテンツ，観光，教育，医療，金
　　融サービス産業
　一マイクロクレジット，社会的企業，緑色
　　ファンド，ライフサイクル評価
2．都市，住居，交通
　一持続可能な都市：生態村，緑色ビル，都
　　市再開発，資源循環都市など
　一スローシティ，自動車共同利用，自転車
　　専用道路，親環境燃料，歩行者中心都市
　　など
3　金融，貿易
　一緑色金融，環境影響評価，炭素税及び環
　　境規制，補助金
　一排出権取引制度，公正貿易，
4　資源とエネルギー
　一原子力の長短所論争と核融合の可能性
　一エネルギー自立村モデルなど，資源循環
　　型都市と村
5　食糧，保健，健康
　一都市農業，地震一津波一洪水などの災難
　　管理，生態系撹乱と環境災難
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　一アトピーなど都市型環境疾病，産業体保
　　健
6　地域開発，農山村開発
　一生態系の保全と復元，生態観光，地下空
　　間と島喚など
　一生態系多様性と文化多様性，世界自然文
　　化遺産の保全と復元
　一緑色国土開発及び地域開発政策：地域社
　　会開発，小規模ボトムアップ式開発
　一四大河川整備事業に関する論争？
7．教育，学校，研究メディア，芸術
一緑色学校，代案（オルタナティブ）学校，
　　共同体学校，開かれた学校，遠隔教育，
　　土着的知恵など
　一生涯学習，図轡館運動，サイバーブック
　　カフェ，創作，公演，展示，普及など
一統合のための学際的協力研究
8．持続可能な消費
一持続可能な消費，ウェルビーイングとロ
　　ハス，炭素ラベルなど
一プロシューマー（生産消費者），消費は
　美徳か？　都市農村間の直接取引，多種
　少量生産体制
9．平和，安保，安全
一戦争の環境的破壊性，軍産複合体，軍事
　武器の開発と実験，軍隊駐屯地域
一食糧危機と食糧安保，環境安保，
一危険な社会，食べ物の安全，自然災難の
　深刻化と備え
　代案的パラダイムの模索と緑色成長の可
能性と限界
VI持続可能な緑色社会のための実験と創意
　　（注3）
　一それぞれの段階で重要に考慮しなければ
　　ならない事項
　一代表的な国内外事例一地域を考慮して多
　　様に紹介
　一自分が属した領域での実験と挑戦
　　地球，地域，国家と地方自治体，企業，
　　村，学校，団体と機関，家庭，個人
注1：地球と国家的危機をより環境的側面か
　ら集中して学習する。これは環境と緑色成
　長という科目を念頭しておいて作成した。
注2；ここでは重要な領域別に分けて，各領
　域別に重要な事項にっいて環境的，社会的，
　経済的脈絡から見ていけるよう内容を構成
　した。列挙したものは代表的な例示に過ぎ
　ない。九っの主題領域はユネスコ，世界環
　境教育大会，持続可能発展委員会などで決
　めている主題を総合して作成したもの。も
　ちろんある程度変えられる。
注3；ここでは多様な領域の人々がどのよう
　にパートナシップを形成して力量を育て，
　各単位で持続可能性を構築するために実験
　し努力しているかを確認し，学習者の状況
　と水準によってそれなりの試験適用と評価
　ができるように構成した。
〈付録3＞ 「環境と緑色成長」教育課程改訂（案）
　　　　　　　　　　　　　　2009，12．04Final　Version
内容体系
大　領　域 中　領　域 内　　　容
主題探索と選定
環境プロジェクト 計画樹立と実行
結果発表と評価
人間生の基盤としての地球生態系
人間と地球生態系 地球生態系の構成と特性
生態系の物質循環とエネルギーの流れ
環境と人類の生
人間と環境の関係及び経済活動
人類文明と環境 産業化と環境問題
環境観と環境倫理
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大　領　域 中　領　域 内　　　容
持続可能発展の理解
環境と人類の生 持続可能発展と緑色成長 緑色成長の理解
持続可能発展と緑色成長の関係
大気環境と人間との関係
大気環境
大気環境問題の理解と対策
水環境と人間との関係
水環境
水環境問題の理解と対策
環境問題と対策
土壌環境と人間との関係
土壌環境
土壌環境問題の理解と対策
生物環境と人間との関係
生物環境
生物多様性問題の理解と対策
資源とエネルギーの種類 資源とエネルギーの種類
と利用 資源とエネルギー利用の移り変わり
資源とエネルギー源開発と枯渇
資源とエネルギー
資源とエネルギー問題 資源とエネルギーの消費と環境問題
n域間，国家間の葛藤と協力
資源とエネルギーの親環
ｫ的利用
資源とエネルギーの節約
p資源と資源循環社会
｢来資源と新再生エネルギー
気候変化の原因と影響
気候変化現象と原因
C候変化の直接的間接的影響
気候変化の理解と
ﾎ応
気候変化に対する対応
気候変化に対する対策 気候変化に対する適応
気候変化と国際的協力
緑色成長の可能性
緑色産業と政策
緑色技術の現在と未来
ﾎ色産業と緑色雇用
緑色政策と制度
緑色成長と持続可 生態系の保全と復元
能な社会 親環境的基盤構築 親環境社会基盤施設
環境ネットワーク
緑色生活様式と緑色消費
持続可能な社会文化 環境的正義と文化的多様性
参加と奉仕
個人と地域社会での実践
個人と家庭での実践事例
w校と地域社会での実践事例
緑色社会への道 緑色成長のための世界各国の努力
国家的，国際的努力 環境関連団体及び機構の活動
国際協力
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